
2019年度 第1四半期

決算のご説明
(2019年4月1日～2019年6月30日)

2019年7月30日
本多通信工業株式会社

代表取締役社長 佐谷 紳一郎

証券コード：6826

米中貿易摩擦に主要カーメーカの減産が重なり、低水準
成長軌道に乗せ直す転換点づくりに取り組み中
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1. 19/1Q 業績

単位:百万円

◆為替(期中)  1$=109円 110円

2

18/1Q
(利益率)

19/1Q
(利益率) 前年比 19年度

業績予想 進捗率

売 上 高 4,635 3,649 79% 18,000 20%

営業利益 322
(6.9%)

31
(0.8%)

10% 1,200
(6.7%)

3%

経常利益 318
(6.9%)

6
(0.2%)

2% 1,150
(6.4%)

1%

純 利 益 200
(4.3%)

27
(0.7%)

14% 830
(4.6%)

3%

米中貿易摩擦に主要カーメーカの減産が重なり
大幅な減収減益
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2.四半期業績推移
3

売上高

単位:百万円

営業利益

売上高が7年前(2012年度)の水準まで急落
尋常でない状況に対し、反転に向けた増販策をフル動員

2,030

3.分野別の売上推移
4

コネクタ事業低調…FA分野が40%減収、車載分野も20%減収
情報システム事業が対前年で増収増益を持続

649 561 620 570 532 

1,077 
956 893 

651 638 

1,603 1,696 
1,485 

1,509 
1,270 

480 511 
514 

430 
408 

706 738 
752 

839 

724 

18/1Q 18/2Q 18/3Q 18/4Q 19/1Q

単位:百万円

通信

FA

車載

民生

情報S
その他

4,635 4,554
4,342

DC向けメンテ品が在庫調整
FTTHの飽和により減販

米中貿易摩擦の影響で設備投資需要が減退
顧客の生産/在庫調整により減販

主要カーメーカの生産調整により数量減
ローコストタイプへの移行が進み、売上減

旺盛な需要を背景に好調持続
1Qとして売上･利益ともに過去最高

値上げ前の駆け込み受注で3Q>4Q>1Q
監視カメラ、ドローンで米中問題の影響有

+3%

▲15% 

▲21% 

▲41%

▲18%

18/1Q比

車載カメラ用数量
355万個 360万個 330万個

4,075

340万個

3,649

315万個



291百万円 減益

4.営業利益分析(18/1Q比) 

単位:百万円

◆為替(期中)
1$= 109円

18/1Q

1$=110円

19/1Q減価償却費
(戦略投資)

▲25

車載
減販損
▲130

合理化
価格改定

+60

減販により大幅減益

322
(6.9%)

31
(0.8%)
31

(0.8%)経費節減
+50

5

情報S増益
+15

通信/FA
減販損
▲260

5.分野別の見通し
6

5G中継局向け光コネクタの需要増
HGW向けが年間を通じて高位安定

在庫調整は解消傾向、底打ち感を持つも
米中貿易摩擦の長期化懸念により不透明

主要納入先2社とも1Q比20%程度の数量増
車載カメラ以外への展開を加速中

市場の活況が継続し､高水準で推移
季節要因を加え､増販を予測

値上げ前の駆け込み受注の反動が終了
ミラーレス等DSC新機種にUHS-Ⅱ搭載拡大

605 595 532 

1,017 772 638 
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18/上 18/下 19/1Q

単位:百万円
4,209

通信

FA

車載

民生

情報S
その他

FA分野は不透明さが継続するも、車載を中心に回復傾向

1$=110円 112円 110円

19/2Q
見通し4,595 調整局面からは回復傾向

米中貿易摩擦の長期化を懸念

◆為替(期中)

(平均)
(平均)

18/上 18/下

3,649



6. 19年度の位置づけ
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成長軌道に乗せ直す重要な転換点
根本課題に対策を打ち､改革･革新に取り組む

108 

195 
176 180 

20.1

11.4 12.0

2009年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

営業利益
▲5.3

単位:億円

売上高

成長軌道に
乗せ直す

7.再成長への取組み

堅牢SDカード用ソケット
Globalキャンペーンを展開

新設のGlobal市場開拓グループが
車載用コネクタ事業を多軸化

〇 次世代車載カメラ用コネクタ量産開始

〇 海外警察車両のモニタ接続

〇 電子ミラー etc.

〇 高機能DSCでのOnly1を強みに

PC･業務機器･ドローン等へ展開

ポートフォリオを充実させ､持続的成長を取り戻す

情報システム事業
次世代ビジネスに拡がり

〇 AI外観検査､AI船舶識別
〇 RPA導入コンサル、開発支援
〇 ブロックチェーン基盤開発
⇒資格認定者の育成を一層強化
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グローバル製造再編が
順調に進捗

〇 新深圳工場が完成
順次移管を開始

〇 国内販売品の日本回帰がほぼ完了
〇 ベトナム生産の立上げを推進中

UHS-Ⅱ
累計500万個

突破 18⇒19年度
生産数量 1.5 倍

20年:1億円

6G/bps品に引合い多数



参考.コネクタ事業 連結受注推移
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1Q 2Q 3Q 4Q 年間

2019年度
前期比 +4 － － －

－

前年同期比 -20 － － －

1$= 110円

2018年度
前期比 -3 -6 -8 -11

-17
前年同期比 -3 -18 -20 -25

1$= 109円 111円 113円 110円 111円

実勢為替レートで算出

IRに関するお問い合わせ先

本多通信工業株式会社
経営企画グループ
TEL : 03-6853-5820

URL : https://www.htk-jp.com/
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